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第
１
回
の
合
併
協
議
会
で
承
認
さ
れ
た
�
新
市
建

設
計
画
策
定
小
委
員
会
�
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

表
１
の
と
お
り
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆
報
告
第
９
号

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
新
市
建
設
計
画
策
定
小

委
員
会
の
委
員

３
月
22
日
に
、
長
岡
市
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
に
お
い
て
、

第
２
回
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
（
以
下
「
協
議
会
」
と
い
う
。）
を
開
催
し

ま
し
た
。

ま
ず
、
新
市
建
設
計
画
策
定
小
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
、
次
に
平
成
16
年
度
の
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
協
議
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
一
部
事
務
組
合
や
手
数
料
な
ど
の
協
定
項
目
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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報告事項
報告第９号：長岡地域合併協議会新市建設計画策定

小委員会の委員
協議事項
議案第16号：平成16年度長岡地域合併協議会事業

計画
議案第17号：平成16年度長岡地域合併協議会予算
議案第18号：一部事務組合等の取扱い
議案第19号：使用料・手数料等の取扱い（その１）
議案第20号：公共的団体等の取扱い
議案第21号：各種団体への補助金・交付金の取扱い
議案第22号：各種事務事業の取扱い（その１）

�� ����������������

区 分 役 職 名 氏 名

長
岡
地
域
合
併
協
議
会
委
員

行 政

長岡市助役 二 澤 和 夫

中之島町助役 佐々木 保 男

越路町助役 熊 倉 幸 男

三島町助役 米 持 昭 次

山古志村助役 坂 牧 宇一郎

小国町助役 五十嵐 徹

議会議員
または
住民の代表

長岡市議会市町村合併調査研究委員会委員長 大 地 正 幸

中之島町議会市町村合併調査特別委員会委員長 今 泉 實

越路町議会地方分権推進等調査特別委員会委員長 伊 佐 文 也

三島町議会市町村合併調査特別委員会委員長 小 方 保

山古志村夢づくり村民会議代表 高 野 徳 義

小国町議会地方分権に関する特別委員会委員長 野 田 幹 男

学 識
経験者

学校法人長岡造形大学理事長 豊 口 協

ホクギン経済研究所所長 鈴 木 隆 三

学 識
経 験 者

長岡技術科学大学教授 原 田 秀 樹

長岡大学助教授 鯉 江 康 正

ＮＰＯ法人まちづくり学校校長 小 疇 弘 一
長岡地域振興事務所所長
※４月１日から県の組織改編により、長岡地域振興局長が委員となります。 渡 辺 紳一郎
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◆
議
案
第
16
号

平
成
16
年
度
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
事
業
計
画

表
２
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
17
号

平
成
16
年
度
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
予
算

表
３
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
18
号

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

表
４
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
を
構
成
す
る
６
市
町
村
で

は
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
事
務
の
一
部
を
共
同
処
理
す
る
た
め
に
、

一
部
事
務
組
合
、
協
議
会
、
附
属
機
関
な
ど
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
６
市
町
村
以
外
の
市
町
村
と
組
合
を
設
置
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
の
で
、
長
岡
地
域
合
併
協
議
会
と
し
て
、
こ
の

地
域
に
つ
い
て
合
併
後
ど
う
す
る
か
整
理
す
る
必
要
が
あ
り
、

今
回
提
案
し
た
も
の
で
す
。

今
回
承
認
さ
れ
た
方
針
を
も
っ
て
、
一
部
事
務
組
合
や
そ

の
関
係
市
町
村
と
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て
の
意
見

意
見

調
整
方
針
案
に
異
議
は
な
い
が
、
文
章
の
な
か
で
�
関

係
団
体
と
協
議
す
る
�
と
あ
る
が
、
ど
う
い
う
形
で
�
協

��������	
��

����� （承認された調整方針をもって、今後関係市町村と協議するものです）

長
岡
市

中
之
島
町

越
路
町

三
島
町

山
古
志
村

小
国
町

そ の 他 の
関係市町村 調 整 方 針

○ ○ ○ 合併の日の前日をもって解散し、合併の日に全ての事務及
び財産を長岡市に引き継ぐ。

○ 与板町、和島村、
出雲崎町、寺泊町

中之島町は、合併の日の前日をもって脱退し、広域的な事務
処理による効率化の観点から、当該一部事務組合の事務を、
合併の日に長岡市が引き継ぐ方向で、関係団体と協議する。

○ 小千谷市、川口町 山古志村は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市で事
務を行う。

合 ○ 柏崎市、高柳町、
刈羽村、西山町

小国町は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市で事務
を行う。

○ ○ 与板町、和島村、
出雲崎町

中之島町及び三島町は、合併の日の前日をもって脱退し、
長岡市で事務を行う。なお、旧中之島町地域及び旧三島町
地域の住民が当該一部事務組合の斎場も利用できるよう事
務委託する方向で関係団体と協議する。

○ ○ 与板町、和島村

中之島町及び三島町は、合併の日の前日をもって脱退し、
長岡市で事務を行う。当該一部事務組合を構成する他の町
村から事務委託の申し出があった場合は受託する方向で関
係団体と協議する。

○ 小千谷市、川口町 山古志村は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市で事
務を行う。

合 ○
柏崎市、高柳町、
刈羽村、西山町、
出雲崎町

小国町は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市で事務
を行う。

団 ○ 与板町、和島村
三島町は、合併の日の前日をもって脱退し、広域的な事務
処理による効率化の観点から、当該一部事務組合の事務を、
合併の日に長岡市が引き継ぐ方向で、関係団体と協議する。

○ ○
合併の日の前日をもって解散し、合併の日に全ての事務、
財産及び職員を長岡市に引き継ぐ。なお、職員の取扱いは、
一般職の職員の取扱いに準ずる。

○ 与板町
三島町は、合併の日の前日をもって脱退し、広域的な事務
処理による効率化の観点から、当該一部事務組合の事務を、
合併の日に長岡市が引き継ぐ方向で、関係団体と協議する。

合 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 見附市ほか
16市町村

中之島町、越路町、三島町、山古志村及び小国町は、合併
の日の前日をもって脱退し、長岡市は継続加入する。

ーム組合 ○ ○ ○ ○
栃尾市、寺泊町、
出雲崎町、和島村、
与板町

越路町、三島町及び山古志村は、合併の日の前日をもって
脱退し、長岡市は継続加入する。

施設組合 ○ 新潟市ほか
15市町村

中之島町は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市にお
いて合併の日に加入する。

○ 見附市ほか
６市町村

中之島町は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市にお
いて合併の日に加入する。

合
祉関係） ○ 柏崎市、高柳町、

刈羽村、西山町

小国町は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市におい
て合併の日に加入する。ただし、福祉関係施設が柏崎市に
移管される場合は、事務委託等の方向で柏崎市と協議する。

○ 小千谷市ほか
15市町村

山古志村は、合併の日の前日をもって脱退し、長岡市にお
いて合併の日に加入する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

小千谷市、見附市、
栃尾市、与板町、
和島村、出雲崎町、
川口町

中之島町、越路町、三島町、山古志村及び小国町は、合併
の日の前日をもって脱退し、長岡市は継続加入する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ その他県内全市町村 中之島町、越路町、三島町、山古志村及び小国町は、合併
の日の前日をもって脱退し、長岡市は継続加入する。

１ 会議の開催
�長岡地域合併協議会
・協 議 会 月１、２回開催

�小委員会、幹事会及び分科会
・小委員会 必要に応じ設置し、必要の都度開催
・幹 事 会 協議会の前に開催
・分 科 会 必要の都度開催

�合併協定書調印式

２ 広報広聴の実施

�協議会だよりの発行（協議会開催の都度発行）
�協議会ホームページの管理・運営
�シンポジウムの開催（長岡地域の住民の皆さんに合併につい
て理解を深めていただくために開催するもの）

�協議会報告書の作成（協議結果等を住民の皆さんにわかりや
すく伝えるために作成し配布するもの）

�合併パンフレットの作成（合併後の住民生活に関わる各種事
務手続きなどについてお知らせするもの）

３ 調査研究の実施

�先進地視察

４ 協議期間
平成16年８月までを目途とする。

平成16年４月１日から
予算執行するために、今
回の協議会で提案しまし
た。

歳入について
負担金は、６市町村の
負担金。１市町村あたり
500万円の国庫補助金を見
込んでいます。

歳出について
会議費は、協議会や小
委員会などの会議を開催
するための経費。事業推
進費は、事業計画に掲載
する事業経費のほか、新
市建設計画策定に関する
経費。

歳入
項 目 金 額
負 担 金 ６６,４２４,０００円
長 岡 市 ３２,２８２,０００円
中之島町 ７,３７２,０００円
越 路 町 ７,５７５,０００円
三 島 町 ６,６５７,０００円
山古志村 ５,９１３,０００円
小 国 町 ６,６２５,０００円

諸 収 入 １,０００円
計 ６６,４２５,０００円

歳出
項 目 金 額
会 議 費 ４,０２７,０００円
事業推進費 ６１,３９８,０００円
予 備 費 １,０００,０００円
計 ６６,４２５,０００円
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係
団
体
と
協
議
す
る
�
と
あ
る
が

ど
う
い
う
形
で
�
協

議
�
を
進
め
て
い
く
の
か
。
会
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

会
長

相
手
方
と
相
談
す
る
わ
け
だ
が
、
相
談
す
る
と
き
に

協
議
会
の
考
え
た
方
針
が
な
い
と
相
談
で
き
な
い
の
で
、

今
回
提
案
し
た
内
容
で
ご
相
談
し
た
い
と
い
う
も
の
。

こ
の
問
題
は
相
手
が
あ
り
、
勝
手
に
決
め
ら
れ
な
い
の

で
、
相
手
方
の
考
え
を
よ
く
聞
い
て
、
や
り
取
り
の
な

か
で
よ
い
解
決
方
法
を
探
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
提

案
し
た
と
お
り
決
着
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

◆
議
案
第
19
号

使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
（
そ
の
１
）

使
用
料
・
手
数
料
等
の
取
扱
い
の
う
ち
、
手
数
料
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。

た
だ
し
、
協
定
項
目
�
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
�
で
提

案
す
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
除
く
も
の
と
す
る
。

任
意
合
併
協
議
会
で
は
、�
合
併
時
に
統
一
す
る
よ
う
に
努

め
る
�
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
分
科
会
で
精
力
的
に
検
討
し
た

結
果
、
ほ
と
ん
ど
が
合
併
時
に
統
一
す
る
案
と
な
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、
事
務
事
業
の
制
度
に
差
が
あ
る
場
合
、
制
度
を
統

一
し
た
う
え
で
、
手
数
料
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
も
の
が
い

く
つ
か
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
協
定
項
目
�
各
種
事
務
事

業
の
取
扱
い
�
で
協
議
し
ま
す
。（
主
な
手
数
料
に
つ
い
て
は

表
５
参
照
）
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１ 長岡市の制度に統一するもの

分科会 手 数 料 名 長 岡 市 中之島町 越 路 町 三 島 町 山古志村 小 国 町

税務・収納

租税公課に関する証明書

� 所得証明、非課税証明など １件につき
250円

１枚につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

資産に関する証明書

� 評価証明、公課証明など １枚につき
250円

１枚につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

住民・国保・年金

戸籍・住民基本台帳関係

�
戸籍の全部事項証明書
（戸籍謄本）

１通につき
450円 同左 同左 同左 同左 同左

�
戸籍の個人・一部事項証明書
（戸籍抄本）

１通につき
450円 同左 同左 同左 同左 同左

�
戸籍届書受理証明書・戸籍の
届出記載事項証明書
（婚姻等で上質紙で証明）

１通につき
350円

（1,400円）
同左 同左 同左 同左 同左

� 住民票の写し（世帯全員・個人） １通につき
250円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

� 住民票の閲覧 １世帯につき
200円

１件につき
300円

１世帯につき
300円

１枚60名記載
１枚300円

１件につき
300円

１件につき
300円

� 印鑑登録証の交付 １件につき
200円

１件につき
300円

１件につき
200円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

� 印鑑登録証明書の交付 １通につき
250円

１枚につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

１件につき
300円

� 住民基本台帳カードの交付・再交付 １件につき
500円

１枚につき
500円

１件につき
500円

１件につき
500円

１件につき
500円

１件につき
500円

農 林

農地関係

�
現況確認を伴う農地に関する証明
書の交付

１通につき
700円

１枚につき
300円

１通につき
300円 無料 無料 無料

�
現況確認を伴わない農地に関する
証明書の交付

１通につき
250円

１枚につき
300円

１通につき
300円 無料 無料 無料

� 農業経営等に関する証明書の交付 １通につき
250円

１枚につき
300円

１通につき
300円 無料 無料 無料

下 水 道

浄化槽清掃業許可関係

� 浄化槽清掃業許可証交付手数料 １件につき
5,000円

１件につき
1,000円

１件につき
6,000円

１件につき
5,000円

１件につき
5,000円

１件につき
1,600円

�
浄化槽清掃業許可証交付手数料
再交付

１件につき
1,000円

１件につき
500円

１件につき
1,200円

１件につき
1,000円

１件につき
1,000円

１件につき
800円

排水設備指定工事店登録関係

� 排水設備指定工事店 登録手数料 無料 新規10,000円
更新 5,000円 無料 １件につき

5,000円 － 無料

水道・ガス 指定給水装置工事事業者指定 １件につき
10,000円 〔１件につき10,000円 〕

※１

無料 １件につき
10,000円

１件につき
5,000円 無料

２ 越路町の制度に統一するもの

分科会 手 数 料 名 長 岡 市 中之島町 越 路 町 三 島 町 山古志村 小 国 町

水道・ガス

簡易内管施工登録店関係

� 簡易内管施工登録店登録手数料 － 〔１件につき10,000円 〕
※１

１件につき
15,000円

１件につき
16,000円

※２

－ －

� 簡易内管施工登録店更新手数料 － 〔１件につき10,000円 〕
※１

１件につき
5,000円

１件につき
16,000円

※２

－ －

※１ 〔 〕は、見附市から供給を受けており、見附市が設定した手数料である。
※２ 三島町の金額は、三島町・与板町ガス企業団の手数料額。


� �������

区
分 組 合 名

ご
み
・
し
尿
関
係

長岡地区衛生処理組合

三島郡清掃センター組合

小千谷地域広域事務組合

新潟県柏崎地域広域事務組合

斎
場
関
係
与板郷消防・斉場事務組合

消
防
関
係

与板郷消防・斉場事務組合

小千谷地域広域事務組合

新潟県柏崎地域広域事務組合

水
道
関
係

与板町外２ケ町村水道企業団

小国町越路町水道企業団

ガ
ス
関
係
三島町・与板町ガス企業団

福
祉
関
係

長岡地区旧伝染病院管理組合

新潟県長岡栃尾三古立寺泊
老人ホー

三条・燕・西蒲・南蒲
広域養護老人ホーム施

新潟県中越福祉事務組合

新潟県柏崎地域広域事務組合
（福祉

魚沼地区障害福祉組合

そ
の
他

長岡地域広域行政組合

新潟県市町村総合事務組合
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○と き ４月13日� 午後３時から
○ところ 長岡グランドホテル

（長岡市東坂之上町１丁目）

○受 付 午後２時30分から
傍聴席は会場の都合上50席程度です。原則として、ど
なたでも傍聴できますが、座席は先着順とし、満席の場
合は入場をお断りすることがありますので、あらかじめ
ご容赦ください。なお、事前予約は不要ですので、当日
会場に直接お越しになってください。

�
������	���
長岡市幸町２-１-１ 長岡市役所内

電 話 ３９-２２６０・３９-２２２７（直通）
ＦＡＸ ３９-２２５４
ホームページアドレス

����：��������	�
���	�

����


Ｅメールアドレス
������＠��	�����	�

����


合併に対するご意見・ご質問をお待ちしています。
協議会のホームページのほか、手紙、電話、ＦＡＸな
どで気軽にお寄せください。
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◆
議
案
第
20
号

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
市
の
一
体
性
の
速
や
か
な
確
立
に
資
す
る
た
め
、
各

団
体
の
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
意
向
・
実
情
等
を
十
分
に
尊

重
し
な
が
ら
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
て
次
の
と
お
り
調
整
に

努
め
る
。

�

各
市
町
村
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
共
通
し
て
い
る

団
体
は
、
合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

�

各
市
町
村
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
共
通
し
て
い
る

団
体
で
、
実
情
に
よ
り
合
併
時
に
統
合
で
き
な
い
団

体
は
、
合
併
後
速
や
か
に
統
合
す
る
よ
う
調
整
に
努

め
る
。

�

各
市
町
村
の
全
部
ま
た
は
一
部
に
共
通
し
て
い
る

団
体
で
、
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
は
、
将
来
統

合
す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

�

そ
の
他
の
団
体
は
、
原
則
と
し
て
現
行
ど
お
り
と

す
る
。

個
々
の
団
体
に
つ
い
て
具
体
的
に
ど
う
す
る
か
を
今
回

決
め
る
も
の
で
は
な
く
、
方
針
を
決
め
る
に
と
ど
め
、
今

後
各
団
体
と
右
の
方
針
に
基
づ
い
て
協
議
を
す
る
も
の
で

す
。

※

公
共
的
団
体
と
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
、
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
な
ど
公

共
的
な
活
動
を
営
む
団
体
の
こ
と
。

◆
議
案
第
21
号

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
の
取
扱
い

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

各
種
団
体
へ
の
補
助
金
・
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
そ
の

事
業
目
的
、
効
果
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
公
共
的
必
要
性
、

有
効
性
、
公
平
性
及
び
地
域
特
性
の
観
点
か
ら
、
次
の
と

お
り
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
協
定
項
目
�
各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
�
で

提
案
す
る
補
助
金
・
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
除
く
も
の
と

す
る
。

�

各
市
町
村
同
一
又
は
同
種
の
団
体
に
対
す
る
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
関
係
団

体
等
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
統
一
す
る
方
向
で
調

整
す
る
。

�

各
市
町
村
独
自
の
団
体
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
新
市
全
体
の
均
衡
を
保
つ
よ
う
に
調
整
す
る
。

�

整
理
統
合
で
き
る
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
統
合
又

は
廃
止
す
る
方
向
で
調
整
す
る
。

事
務
事
業
の
調
整
に
合
わ
せ
て
補
助
金
の
扱
い
を
決
め

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
協
定
項
目
�
各
種
事
務
事
業
の
取

扱
い
�
で
検
討
・
協
議
す
る
も
の
で
す
。ま
た
、公
共
的
団

体
同
様
、
今
後
調
整
を
進
め
る
た
め
の
方
針
と
な
り
ま
す
。

◆
議
案
第
22
号

各
種
事
務
事
業
の
取
扱
い
（
そ
の
１
）

表
６
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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○
広
報
紙
の
発
行

調
整
方
針

全
市
一
律
に
市
政
情
報
が
行
き
渡
る
よ
う
、

長
岡
市
の
水
準
に
基
づ
い
て
統
一
す
る
。

合
併
の
施
行
と
あ
わ
せ
て
、
一
律
の
編
集
方
針
の
も
と
で
全

市
版
の
�
市
政
だ
よ
り
�
を
発
行
し
ま
す
。

※
各
世
帯
へ
の
配
布
方
法
は
別
に
協
議
し
ま
す
。

�
�
�
�
�

○
育
英
奨
学
金
の
貸
し
付
け

調
整
方
針

長
岡
市
の
制
度
に
統
一
す
る
。
た
だ
し
、
山

古
志
村
の
既
貸
付
者
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
貸

付
条
件
、
返
還
条
件
の
ま
ま
と
す
る
。

長
岡
市
（
長
岡
市
米
百
俵
財
団
）
と
山
古
志
村
が
実
施
し
て

い
る
事
業
で
す
。
合
併
後
は
、
長
岡
市
の
制
度
に
統
一
し
て
、

対
象
者
を
新
市
全
体
に
拡
大
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
た
だ

し
、
山
古
志
村
で
既
に
貸
付
制
度
を
利
用
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
合
併
後
も
現
在
の
貸
付
条
件
や
返
還
条
件
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

○
市
町
村
表
彰

調
整
方
針

長
岡
市
の
制
度
を
基
に
統
一
す
る
。

各
市
町
村
に
よ
り
異
な
る
表
彰
制
度
に
つ
い
て
、
長
岡
市
の

表
彰
基
準
を
基
に
統
一
し
て
い
き
ま
す
。

例

長
岡
市
表
彰
者
の
基
準

・
献
血
１
０
０
回
以
上

・
附
属
機
関
の
委
員
15
年
以
上

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
世
界
選
手
権
出
場

・
学
校
医
25
年
以
上

・
町
内
会
長
12
年
以
上

・
福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
月
１
回
10
年
以
上

な
ど

分科会 事 業 名 分 類 調 整 方 針

広 報
首長への手紙 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。

広報紙の発行 合併時に統一 全市一律に市政情報が行き渡るよう、長岡市
の水準に基づいて統一する。

例 規

非核平和の推進 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。
公募の賞 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。
情報公開制度 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。
審議会等の議事録公表制度 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。
個人情報保護制度 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。
海外高校留学奨学金の支給 合併時に統一 長岡市の制度に統一する。

育英奨学金の貸し付け 合併時に統一
長岡市の制度に統一する。ただし、山古志村
の既貸付者については、現行の貸付条件、返
還条件のままとする。

市町村表彰 合併時に統一 長岡市の制度を基に統一する。

表６の見方
�合併時に統一�・・ 合併する日に統一する意味。

他に�合併後に統一（合併時は各市
町村の制度のままで、次の年度始め
から統一するものなど）�、�当分の間
現行どおり（しばらくは各市町村の
制度をそのままに行い、いずれ統一
するもの）�などがあります。

�長岡市の制度に統一する。�・・ 現在の長岡市の制度
を、全域に適用させて行政サービス
を実施するもの。
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インターネットを通して協議会の

情報を発信し、住民の皆さんの関心
を高め、理解を深めていただくこと
を目的に、ホームページを開設しま
した。協議会資料や、協定項目の協
議状況などを掲載しています。また、
�ご意見・ご質問�コーナー、合併
Ｑ＆Ａなど合併情報満載のホームペ
ージです。
ぜひアクセスしてみてください。
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